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最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

再生可能エネルギー系ベンチャー企業でのインターン

団 体 名 等 サステナジー株式会社

2 人程度フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参 加 資 格 等
・民間企業や再生可能エネルギーに関連する仕事に興味があること。
・「持続可能性」「再生可能エネルギー」「環境」「地方創生」といったテーマに興味があること。
・word、excelや電子メールなどの操作について基本的な知識を有していること

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接（Skype等による面談の場合あり）

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

活 動 期 間
2019年7月下旬 2020年3月末

主な活動場所 東京都、宮城県
2週間程度を標準とし、短期/長期は応相談

1泊5,000～

食費

目 的
持続可能な社会の構築を目指し、再生可能エネルギー事業を行う企業でのインターンを通し、エネルギー問題や地方の高齢化、遊休地の増加
といった社会的課題を体感的に把握する。エネルギー事業に関する業務を体験することで、エネルギーに関する最新の知見、座学では得難い
課題発見や考え方、社会人として必要な最低限のマナーを身につけることを目的とする。

具体的な内容
（８００字程度）

●インターン先について
サステナジー株式会社は、持続可能な社会の構築に向けて、主に東北地域を中心に太陽光発電などの再生可能エネルギーを用いた発電事業、省エネ
ルギー事業、コンサルティング事業などを幅広く行っているベンチャー企業である。地域の金融機関、自治体、施工会社、市民等と共同で、地域課題の
解決につながり長期的にも地域に根ざした事業の実施を目指している。サステナジー社は「潤沢な再エネで人類の持続的な発展に貢献する」を経営理
念としているが、その仕組みの提供にはエネルギー技術だけではなく、法律、金融、政策、IT、マーケティングなど様々な分野の知識やノウハウが要求さ
れる。
応募学生においては本インターンでの業務体験を通して、エネルギー問題や地域社会の衰退といった日本社会が抱える構造的な問題を改めて認識す
るとともに、自らの学問分野が社会にどのように繋がっているのかを体感することが望まれる。

●インターン内容について
インターン内容としては、東京本店または場合によっては宮城営業所にて、実際の業務体験、社員との意見交換やプラントの見学を予定している。な
お、期間は学生の希望を尊重するが、内容理解の点からは2週間（10営業日）を目安とすることが望ましい。

・再生可能エネルギー施設の見学
通常の太陽光発電所だけでなく、営農と発電を両立した太陽光発電所など最先端のエネルギー事業の現場を見学し、社員から説明を受けるほかメンテ
ナンス業務等を体験する。

・就労体験
参加学生の興味や参加人数などを考慮の上、実際の業務や過去にあった業務を体験し、社員からフィードバックを受ける。また、インターン中に機会が
あれば積極的に会議や現地調査などにも随伴し、社会人として必要とされるマナーや心構えなども習得する。

備 考

・本プログラムは東京大学「プラチナ社会」総括寄付講座との連携プログラムになります。参加学生は、エネルギーやプラチナ社会についての事
前レクチャーを受けていただきます。参加は必須です。
・サステナジー株式会社は、単にエネルギー事業を行うだけでなく、地域に新たな経済循環を生むというビジョンのもと、地域の金融機関や地元
の企業等と共同でプロジェクトを行っています。そのため、各地域やプロジェクトごとに関連会社が存在し、今回のインターンも各地域の関連会社
との連携のもと実施します。
・また、一度に受け入れられる人数に限りがあるため、応募者多数の場合は複数回に分けての実施も検討しております。
・Skype等による面談を行う場合があります。

ウェブサイト等

サステナジー株式会社：http://sustainergy.co.jp/
（関連会社）おひさま株式会社　http://ohisama-corporation.jp/

（　　　　　　）

奨励金額 24,200

計

参加するための

費用
※

内　訳（1名当たり） その他
※
特記事項は以下に記載

交通費 20,260

・交通費は東京－古川間の往復新幹線代（学割・指定席）
・宮城営業所での業務の場合、近隣の宿泊施設をご自身で手配いただきます。

・活動は主に東京本店で行い、2泊程度を宮城県で行います。

宿泊費


